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明るい惑星
　日没後間もなく、夕焼けの西空に一番星が見つかるでしょう。金星（宵の明星）です。11月中頃
までは、日没後の高度が上がらないまま南西へ移動します。西側の開けた場所で探してみましょう。
　南西の空に火星と土星が見えています。火星はいて座へ向かって移動中です。今月も、火星、土星、
さそり座のアンタレスがつくる三角形の変化に注目しましょう。

星座の星
　空高く、夏の大三角が見えています。大三角を作るのは、こと座のベガ（織女星）、わし座のア
ルタイル（彦星）、そして、はくちょう座のデネブです。空の暗いところでは、夏の大三角に重な
るように天の川が見えるようになります。
　東の空には秋の星座が見えます。目印になるのは秋の四辺形です。ここから南へ向かうとみなみ
のうお座のフォーマルハウト、北に向かうとカシオペヤ座を経て北極星が見つかります。また、秋
の四辺形はペガスス座の胴体です。への字の逆さまが首と頭ですが、後脚に見える部分はアンドロ
メダ座です。10月１日が新月なので、月の変わり目頃に星座巡りをお楽しみください。

9月１５日午後９時頃

10月１日午後８時頃

月は描いていません

姫路の星空
9月


